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★教育目標★

志高く、確かな目標をもち、
自己を磨く、しなやかな子どもの育成

文責：校長 深谷麻紀

”かわいい子には旅させよ”～レジリエンス力を鍛える～
５月３０日（金）に１・２年が岩瀬牧場へ、６月 ４日（水）に３・４年が水郡線で

郡山へ見学学習に行きました。
１・２年生は、小雨の降る中でしたが、動物とのふ

れあい体験を十分に楽しむことができました。動物に
えさをあげたり、うさぎの散歩体験をしたりと、楽し
い時間を過ごすことができました。
３・４年生は、電車の旅を経験することができまし

た。水郡線の利用促進事業を活用して貴重な電車旅を
味わうことができました。郡山では、スペースパーク
で展示物を見たり、マグネットづくりをしたりしまし
た。どちらの学年も、美味しいお弁当を食べ、充実し
た顔で帰校しました。ご家庭のご協力に感謝します。

「レジリエンス」という言葉をご存じでしょうか。
レジリエンスとは「回復力」などと訳される言葉で、
困難なことに出会っても、柔軟に対応し乗り越えてい
く力を意味しています。
私たちは、生きていく中で必ず困難に出会います。

それは子ども達も同じで、集団活動の中では、思い通
りにならないこともたくさんあります。その中で自分
の経験をいかしながら乗り越える力を身に付けていく
のが大事だと私は考えています。
今回の見学学習も、動物のふれあいにドキドキした

子どもいると思いますし、電車に乗ることに不安を感
じていた子どももいたと思います。
しかし経験しなければ乗り越えることはできません。

だからこそ、学校では体験活動を重視しています。
大人はどうしても、子どもが上手くいかないとすぐ

に手を差し伸べたくなりますが、時には「がんばれ」
と背中を押すことが必要です。（ここが大人の腕の見せ
所。教師になって早〇〇年。ここの見極めはいまだに
難しいです）
「かわいい子には旅させよ」ではありませんが、子

ども達にはレジリエンスがあります。子どもの力を信
じて、『できたらほめる』の棚倉のキャリア教育を実践
していきましょう。

【来週の予定】
６月 ９日（月） 教育相談（児童）③

１０日（火） 教育相談（児童）④
１１日（水） 人権擁護による道徳授業４年
１２日（木） 体力テスト
１３日（金） 棚倉町平和ための資料展６年

＜校長のひとり言＞
プール開きをしました。今年も

たくさんプールに入ることができ
ますように。でも、一番の願い事
は「無事故」。校長にとって子ど
も達が笑顔で元気に過ごすことが
何より大事です。安心安全を第一
にプール学習に取り組みます。


